
年度 月 テーマ 講師

５月 長野県埋蔵文化財センターの調査成果 平林　彰

６月 北信地域の旧石器時代 鶴田典昭

７月 善光寺平南部の縄文時代 杉木有紗

８月 考古学体験教室 廣田和穂

９月 善光寺平南部の弥生時代 風間真起子

１０月 善光寺平南部の古墳時代 石丸敦史

１１月 善光寺平の奈良・平安時代 柴田洋孝

１２月 善光寺平南部の城跡と居館 河西克造

５月 考古学からわかる日本の歴史 櫻井秀雄

６月 古代人の生活にふれよう －浅川扇状地遺跡群－ 西　香子

７月 信越国境の縄文遺跡 －栄村ひんご遺跡－ 綿田弘実

８月 種や実が出土した縄文遺跡 －朝日村山鳥場遺跡－ 贄田　明

９月 コメ作りを始めた頃の弥生遺跡 －長野市石川条里遺跡－ 市川隆之

１０月 雅な宝物が出土した古代遺跡 －長野市小島・柳原遺跡群－ 寺内貴美子

１１月 国宝に指定された土偶たち 平林　彰

１２月 千曲川大水害と古代の遺跡 川崎　保

５月 長野県の文化のはじまり・長野市の文化のはじまり－旧石器時代の信州－ 大竹憲昭

６月 千曲川河岸低地が一等地だった縄文時代 ～千曲市屋代遺跡群を中心に～　 寺内隆夫

７月 篠ノ井塩崎の遺跡が今に伝えること　 馬場伸一郎

８月 シナノから科野へ、そして信濃へ 西山克己

９月 篠ノ井地区の遺跡・歴史散策 櫻井秀雄

１０月 発掘でわかる古代の人々のくらし―浅川扇状地遺跡群―　 西　香子

１１月 遺跡からみた中世の篠ノ井周辺　 市川隆之

１２月 サムライの屋敷を掘る　 廣田和穂

５月 旧石器時代の長野県 村井大海

６月 縄文中期のジョッキ形土器 綿田弘実

７月 石から鉄へ 柳澤　亮

９月 篠ノ井の古墳と積石塚古墳 春日皓介

１０月 篠ノ井地区の遺跡・歴史散策 河西克造

１１月 耳飾りの歴史 水科汐華

１２月 「屋代ムラ」その日その時、そして復旧・復興への道のり 寺内隆夫

５月 石器時代の長野県 村井大海

６月 善光寺平南部の弥生時代 杉木有紗

７月 長野県の古墳時代―装身具を中心として― 水科汐華

８月 松本盆地における古代集落の立地と変遷 廣田和穂

９月 古代　水田跡 西　香子

１０月 遺跡見学 柳澤　亮

１１月 篠ノ井街歩き 村井大海

１２月 近世「城下町」 酒井実姫

５月 遺跡発掘Q＆A 柳澤　亮

６月 長野盆地の開拓者（弥生時代） 市川隆之

７月 県立歴史館古墳展　見学 柳澤　亮

８月 縄文ムラのくらし（縄文時代） 関　杏介

９月 縄文土器のヒミツ（縄文時代） 熊木奈美

１０月 篠ノ井町歩き 廣田和穂

１１月 最古の道具、石器（旧石器時代） 村井大海

１２月 古代の鉄作り（平安時代） 水科汐華

５月 縄文の力と心 黒岩　隆

６月 発掘調査の手順 村井大海

７月 縄文時代の信州と北陸 町田賢一

８月 「渡来人」と信濃国の南北 川崎　保

９月 北海道の遺跡発掘 広田良成

１０月 松本平の中世遺跡 杉木有紗

１１月 遺跡探訪（南宮遺跡・市立博物館） 依田健太

１２月 朝鮮半島から運ばれた土器 春日皓介

５月 千曲川の瀬替えについて 真関　隆

６月 縄文のランプ釣手土器－県宝札沢例と重文御殿場例を中心に－ 綿田弘実

７月 遺跡探訪（川田条里・南向塚古墳） 川崎　保

８月 出土遺物からわかる古代の精神世界ー浅川扇状地遺跡群出土「猪目」の墨書土器― 西　香子

９月 遺跡と文字史料からみた信濃国の中世社会 小出晟生

１０月 歴史館見学「疫病退散」除災祈願の考古学－木製祭祀具に見る古代の祈り－ 相馬麻織

１１月 長野市塩崎遺跡群の調査成果 風間真起子

１２月 発掘された「幻の城」長沼城跡 伊藤　愛
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